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後藤厚労相

コ
ロ
ナ
治
療
薬
納
入
前
倒
し

「
週
内
に
８
万
人
分
」

貴
金
属
８
元
素
を
均
一
混
合

ナ
ノ
合
金
を
創
製

京
大
�
信
州
大

宇
部
興
産
の
ポ
リ
イ
ミ
ド

事
業
は
フ
ィ
ル
ム
や
ワ
ニ
ス

（
液
状
材
料
）、パ
ウ
ダ
ー
と

い
っ
た
材
料
を
、原
料
の
「
Ｂ

Ｐ
Ｄ
Ａ
」
か
ら
一
貫
生
産
す

る
。
Ｂ
Ｐ
Ｄ
Ａ
を
原
料
に
作

る
ポ
リ
イ
ミ
ド
材
料
は
耐
熱

性
や
機
械
強
度
が
高
く
、
熱

膨
張
し
に
く
く
低
吸
水
率
の

た
め
寸
法
安
定
性
に
も
優
れ

る
。
フ
ィ
ル
ム
の
主
用
途
は

有
機
Ｅ
Ｌ
や
液
晶
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
搭
載
す
る
「
チ
ッ
プ

・
オ
ン
フ
ィ
ル
ム
（
Ｃ
Ｏ

Ｆ
）」と
呼
ぶ
半
導
体
実
装
用

の
回
路
基
板
材
料
で
、
こ
の

分
野
で
同
社
は
世
界
シ
ェ
ア

７
割
を
握
る
最
大
手
だ
。

Ｃ
Ｏ
Ｆ
の
世
界
市
場
（
個

数
ベ
ー
ス
）
は
２１
年
度
に
前

年
度
比
７
〜
８
％
程
度
、
２２

年
度
も
２１
年
度
比
５
〜
６
％

程
度
伸
び
る
見
通
し
だ
。
テ

レ
ビ
の
大
型
化
と
４
Ｋ
比
率

の
上
昇
に
よ
っ
て
１
台
当
た

り
の
搭
載
数
が
増
え
、
放
熱

対
策
の
観
点
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｆ
の

大
面
積
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
、
高
い
伸
び
が
続
く
背

景
に
あ
る
。

こ
う
し
た
需
要
を
捉
え
る

た
め
、
宇
部
興
産
は
宇
部
ケ

ミ
カ
ル
工
場
（
山
口
県
宇
部

市
）
で
新
生
産
棟
を
建
て
、

２４
年
度
中
に
フ
ィ
ル
ム
の
生

産
能
力
を
現
状
比
で
２
割
高

め
る
計
画
だ
。
堺
工
場
（
大

阪
府
堺
市
）
で
１９
年
度
に
生

産
休
止
中
の
設
備
を
再
稼
働

さ
せ
た
が
、
安
定
供
給
体
制

を
整
え
る
た
め
に
新
規
投
資

に
踏
み
切
る
。
一
方
で
足
元

の
需
要
も
旺
盛
な
こ
と
か

ら
、
新
設
備
が
立
ち
上
が
る

ま
で
の
期
間
は
既
存
設
備
の

生
産
性
を
高
め
る
工
夫
で
顧

客
か
ら
の
増
産
要
請
に
対
応

す
る
。

宇
部
ケ
ミ
カ
ル
工
場
で
は

２３
年
度
下
期
の
予
定
で
Ｂ
Ｐ

Ｄ
Ａ
の
建
屋
増
設
が
完
了

し
、
生
産
能
力
は
現
状
比
で

６
割
増
え
る
。
フ
ィ
ル
ム
で

は
ス
マ
ホ
向
け
カ
メ
ラ
モ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
に
使
う
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
プ
リ
ン
ト
基
板
（
Ｆ

Ｐ
Ｃ
）
用
途
も
販
売
が
堅
調

だ
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
拡
大
に
向
け
て
普
及

が
期
待
さ
れ
る
薄
膜
太
陽
電

池
向
け
基
板
、
航
空
機
部
品

な
ど
に
使
う
炭
素
繊
維
強
化

樹
脂
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
の
生
産

工
程
向
け
離
型
フ
ィ
ル
ム
と

い
っ
た
需
要
も
開
拓
し
て
い

る
。主

に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
有
機

Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
バ
ッ

ク
プ
レ
ー
ン
（
駆
動
回
路
）

基
板
に
使
う
ワ
ニ
ス
は
中
国

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
メ
ー
カ
ー
の

新
工
場
の
本
格
的
な
立
ち
上

が
り
で
販
売
が
拡
大
。
ス
マ

ホ
な
ど
で
同
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
搭
載
が
上
位
機
種
か
ら
中

位
機
種
へ
と
広
が
り
、
今
後

も
高
い
伸
び
が
見
込
め
る
。

各
製
品
の
引
き
合
い
が
強
い

な
か
、
競
争
力
の
源
泉
で
あ

る
原
料
も
増
産
体
制
を
整
え

る
。宇

部
興
産
は
新
た
な
収
益

源
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
高
周

波
数
帯
の
伝
送
損
失
を
抑
え

る
「
変
性
ポ
リ
イ
ミ
ド
（
Ｍ

Ｐ
Ｉ
）」フ
ィ
ル
ム
で
、
５
Ｇ

な
ど
高
速
・
大
容
量
通
信
機

器
に
使
う
基
板
や
ア
ン
テ
ナ

な
ど
の
部
材
用
途
向
け
に
開

発
が
進
ん
で
い
る
。
今
回
の

フ
ィ
ル
ム
の
設
備
投
資
で
は

Ｍ
Ｐ
Ｉ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
新

製
品
の
量
産
も
念
頭
に
置
い

て
多
様
な
グ
レ
ー
ド
が
機
動

的
に
生
産
で
き
る
体
制
を
整

え
る
計
画
だ
。

耐
熱
性
と
透
明
性
を
兼
ね

備
え
た
ワ
ニ
ス
も
開
発
中

だ
。
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
有
機
Ｅ

Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
デ
ザ
イ

ン
や
用
途
が
多
様
化
す
る
な

か
、
現
在
は
有
色
が
主
流
の

バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ン
基
板
向
け

ワ
ニ
ス
で
透
明
材
料
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い

う
。
世
界
的
な
脱
炭
素
の
流

れ
に
と
も
な
っ
て
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
な
ど
に
搭
載
す

る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
２
次
電

池
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）
の
高
容
量
化

技
術
と
し
て
シ
リ
コ
ン
系
負

極
材
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

同
負
極
材
の
実
用
化
の
課
題

と
さ
れ
る
、
充
放
電
時
の
膨

張
収
縮
へ
の
追
従
が
可
能
な

バ
イ
ン
ダ
ー
（
接
着
剤
）
用

ワ
ニ
ス
も
電
池
メ
ー
カ
ー
な

ど
か
ら
の
引
き
合
い
が
強
ま

っ
て
い
る
。

パ
ウ
ダ
ー
も
好
調
な
半
導

体
製
造
装
置
部
材
向
け
の
拡

販
と
並
行
し
、
用
途
開
拓
を

進
め
る
。
耐
熱
性
な
ど
Ｂ
Ｐ

Ｄ
Ａ
が
持
つ
特
徴
が
生
か

し
、
Ｅ
Ｖ
の
軽
量
化
部
材
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
成
形
体
向
け

に
提
案
。
顧
客
の
加
工
方
法

や
使
い
方
な
ど
に
合
わ
せ
て

パ
ウ
ダ
ー
の
特
性
を
最
適
化

す
る
な
ど
、
製
品
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
の
拡
充
も
進
め
る
。

宇
部
興
産
の
ポ
リ
イ
ミ
ド

事
業
は
経
営
資
源
を
重
点
投

入
す
る
「
積
極
拡
大
事
業
」

の
一
つ
。
１９
〜
２１
年
度
の
現

中
計
で
は
最
終
年
度
目
標
を

１
年
前
倒
し
で
達
成
、
２１
年

度
も
好
調
が
続
く
。
次
期
中

計
が
始
ま
る
２２
年
４
月
に
は

セ
メ
ン
ト
関
連
事
業
を
分
社

化
し
、
社
名
も
「
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」

に
変
更
す
る
。
化
学
事
業
を

中
心
に
成
長
を
目
指
す
な
か

で
、
今
後
は
ポ
リ
イ
ミ
ド
な

ど
の
高
付
加
価
値
型
事
業
を

伸
ば
す
戦
略
的
な
重
要
性
が

一
段
と
高
ま
る
。

宇
部
興
産
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
始

ま
る
３
カ
年
の
次
期
中
期
経
営
計
画

で
、
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭

載
す
る
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
液

晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
部
材
な
ど
に
使
う
ポ

リ
イ
ミ
ド
材
料
の
収
益
基
盤
を
強
化
す

る
。
２３
〜
２４
年
度
に
か
け
て
新
た
な
生

産
設
備
が
順
次
稼
働
を
始
め
る
計
画

で
、
５
Ｇ
（
第
５
世
代
通
信
）
な
ど
の

用
途
向
け
新
製
品
の
立
ち
上
げ
に
よ
っ

て
収
益
多
角
化
も
図
る
。
既
存
製
品
の

増
産
効
果
と
新
た
な
収
益
源
の
育
成
を

両
輪
に
、事
業
の
成
長
加
速
を
目
指
す
。

オ
イ
ル
、
レ
ジ
ン
、
ゴ
ム

と
い
っ
た
最
終
製
品
の
能
力

を
従
来
比
１
・
２
〜
２
倍
に

高
め
る
計
画
。
同
事
業
の
マ

ザ
ー
工
場
に
位
置
づ
け
る
群

馬
事
業
所
（
群
馬
県
）
と
武

生
工
場
（
福
井
県
）、直
江
津

工
場
（
新
潟
県
）
の
国
内
製

造
拠
点
で
実
施
す
る
。
従
来

比
１
・
５
倍
の
増
強
と
な
る

日
本
と
タ
イ
の
モ
ノ
マ
ー
生

産
能
力
と
合
わ
せ
、
同
事
業

の
生
産
体
制
が
強
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

同
社
の
シ
リ
コ
ー
ン
事
業

は
顧
客
の
要
求
特
性
・
機
能

に
細
か
く
対
応
す
る
モ
ノ
作

り
で
差
別
化
し
て
お
り
、
製

品
グ
レ
ー
ド
を
５
０
０
０
種

以
上
保
有
す
る
だ
け
で
な

く
、
約
７
割
を
高
機
能
品
が

占
め
る
。
モ
ノ
マ
ー
、
最
終

製
品
を
増
強
す
る
こ
と
で
既

存
用
途
の
供
給
安
定
性
と
高

機
能
品
の
販
売
余
力
を
高

め
、事
業
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

化
粧
品
添
加
剤
、
剥
離
剤
、

消
泡
剤
と
い
っ
た
オ
イ
ル
系

製
品
、
車
載
ゴ
ム
成
形
品
を

は
じ
め
と
す
る
エ
ラ
ス
ト
マ

ー
系
製
品
な
ど
シ
リ
コ
ー
ン

は
す
で
に
幅
広
い
用
途
が
あ

る
。
今
後
さ
ら
に
拡
販
が
期

待
さ
れ
る
の
が
放
熱
材
料
の

用
途
。
パ
ソ
コ
ン
、
電
気
自

動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
な
ど
次
世
代

車
に
搭
載
さ
れ
る
電
子
デ
バ

イ
ス
が
高
性
能
化
す
る
と
消

費
電
力
の
高
ま
り
で
発
熱
量

も
増
大
す
る
。
機
器
の
性
能

を
維
持
す
る
う
え
で
熱
を
逃

が
す
技
術
が
重
要
に
な
る
た

め
、
シ
リ
コ
ー
ン
を
使
っ
た

放
熱
材
料
の
需
要
が
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
樹
脂
製
部

品
に
耐
熱
性
な
ど
の
シ
リ
コ

ー
ン
の
特
性
を
付
与
す
る
改

質
剤
の
需
要
も
増
え
て
お

り
、
有
望
な
用
途
と
し
て
期

待
し
て
い
る
。

原
料
高
対
策
と
し
て
も
高

付
加
価
値
品
の
拡
販
が
今

後
、
重
要
に
な
る
と
み
ら
れ

る
。
原
料
の
金
属
ケ
イ
素
は

昨
秋
、
主
要
産
地
の
中
国
で

電
力
供
給
規
制
に
よ
る
調
達

不
安
が
起
こ
り
、
ピ
ー
ク
時

で
価
格
が
６
倍
近
く
暴
騰
し

た
。
足
元
で
は
一
服
し
た
も

の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
倍

を
超
え
る
高
値
で
推
移
し
て

い
る
ほ
か
、
事
業
継
続
性
の

観
点
か
ら
中
国
以
外
の
国
を

調
達
ル
ー
ト
に
加
え
て
お

り
、
高
機
能
品
の
強
化
が
収

益
性
を
確
保
す
る
有
効
策
と

な
る
。

今
回
の
設
備
投
資
で
は
こ

の
ほ
か
「
収
益
基
盤
の
強
化

を
目
指
す
新
製
品
用
設
備
の

導
入
も
目
玉
」（
シ
リ
コ
ー
ン

事
業
本
部
）
と
す
る
。
同
事

業
で
は
工
程
短
縮
に
よ
る
生

産
性
向
上
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
が
期
待
で
き
る
二
次
加
硫

不
要
な
成
形
用
シ
リ
コ
ー
ン

ゴ
ム
を
開
発
し
て
お
り
、
サ

ン
プ
ル
提
供
を
開
始
。
そ
の

生
産
設
備
も
導
入
す
る
。
ま

た
マ
イ
ク
ロ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
製
造
プ
ロ
セ
ス
向
け

材
料
の
試
作
設
備
に
も
投
資

す
る
計
画
。
環
境
負
荷
低
減

や
先
端
技
術
に
寄
与
す
る
シ

リ
コ
ー
ン
製
品
の
開
発
も
進

め
る
。

信
越
化
学
工
業
は
、
シ
リ
コ
ー
ン
事
業
の
高
付
加
価
値
製
品
の
強
化
を

加
速
し
て
い
る
。
日
本
と
タ
イ
で
モ
ノ
マ
ー
の
増
強
が
完
工
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、最
終
製
品
に
対
す
る
８
０
０
億
円
規
模
の
設
備
投
資
を
決
定
。既

存
用
途
で
の
高
機
能
化
ニ
ー
ズ
や
電
子
分
野
向
け
放
熱
材
料
な
ど
、
需
要

の
拡
大
に
対
応
し
た
供
給
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
加
え
、
将
来
的
な

収
益
基
盤
の
強
化
を
目
指
す
新
製
品
、試
作
設
備
の
導
入
な
ど
に
投
じ
る
。

ＧＳユアサは新たな事業展開として

「コトづくり」ビジネスの確立を急ぐ。

自社製品で構築したＶ２Ｘ（Ｖｅｈｉｃｌ

ｅ ｔｏ Ｅｖｅｒｙｔｈｉｎｇ）システ

ムを核に、遠隔監視や長期保証などのサー

ビスを立ち上げる

方針。展開の布石

として２０２２年度中

にＥＭＳ（エネル

ギーマネジメン

ト）機器とのカッ

プリング機能の追

加を計画する。将

来的には第三者所

有モデルのビジネ

ス展開も視野に入

れる考えだ。（Ｖ２

Ｘシステムを構成

する産業用ＬｉＢ

搭載の蓄電システ

ム「三相ラインバ

ックマイスター」）

２ 住ベ、顧客満足度向上目指しＤＸ推進

８ 後発薬大手２社、優先品目を定め増産

９ 殺虫剤大手、付加価値品で市場活性化

５ ＣＳＲレポート特集

７ 鉄鋼系エンジ企業特集

後
藤
茂
之
厚
生
労
働
大
臣

は
２２
日
の
閣
議
後
会
見
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
治
療
薬
「
ソ
ト
ロ
ビ
マ
ブ
」

に
つ
い
て
、「
８
万
人
分
を
今

週
中
に
前
倒
し
で
納
入
す

る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

４
万
人
分
は
す
で
に
２１
日
か

ら
地
域
医
療
機
関
に
配
送
を

始
め
て
お
り
、
残
り
４
万
人

分
に
つ
い
て
も
２４
日
に
は
配

送
の
準
備
が
整
う
見
通
し

だ
。ソ

ト
ロ
ビ
マ
ブ
は
、
英
グ

ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン

（
Ｇ
Ｓ
Ｋ
）
が
販
売
す
る
中

和
抗
体
薬
。
２
月
上
旬
ま
で

に
９
万
人
分
が
医
療
機
関
に

納
品
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
７
万
２
０
０
０
人
分
以

上
が
投
与
さ
れ
た
。
次
回
は

３
月
上
旬
に
８
万
人
分
を
納

入
予
定
だ
っ
た
が
、
今
回
大

幅
に
前
倒
し
し
、
２
月
中
に

は
配
送
で
き
る
見
込
み
と
な

っ
た
。

ま
た
、
１０
日
に
承
認
さ
れ

た
米
フ
ァ
イ
ザ
ー
の
新
型
コ

ロ
ナ
経
口
薬
「
ニ
ル
マ
ト
レ

ル
ビ
ル
／
リ
ト
ナ
ビ
ル
」
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
納
入
ず

み
の
４
万
人
分
に
加
え
、「
２

月
末
ま
で
に
追
加
で
８
万
５

０
０
０
人
分
が
納
入
予
定
」。

添
付
文
書
の
修
正
な
ど
を
行

い
、
２８
日
以
降
に
全
国
医
療

機
関
で
処
方
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
し
た
。

米
Ｍ
Ｓ
Ｄ
の
同
「
モ
ル
ヌ

ピ
ラ
ビ
ル
」
に
つ
い
て
は
、

「
こ
れ
ま
で
１
万
８
０
０
０

人
に
投
与
し
て
お
り
、
治
療

の
柱
だ
」
と
語
っ
た
。
納
品

ず
み
の
３５
万
人
分
に
加
え
、

「
２
月
末
ま
で
に
１４
万
人
分

が
納
入
さ
れ
る
見
通
し
」
と

し
た
。

後
藤
厚
労
大
臣
は
、「
医
療

現
場
の
需
要
に
応
え
て
最
大

限
、
対
応
で
き
た
。
治
療
選

択
肢
が
広
が
っ
て
い
る
」
と

強
調
。「
特
性
に
応
じ
て
適
切

に
使
用
し
て
ほ
し
い
」
と
し

た
う
え
で
、「
レ
ム
デ
シ
ビ

ル
」
な
ど
他
の
薬
剤
活
用
の

検
討
も
「
引
き
続
き
お
願
い

し
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

�…２０２２年の日本
国際賞を受賞した米

スタンフォード大学

のクリストファー・

フィールド博士。Ｃ

Ｏ２吸収源

の植物に着

目し、気候

変動におい

て「海洋」

だけでなく

「陸」が重

要なことを

知らしめた。人文系

の教養も豊かで、影

響を受けたのは１９世

紀の思想家Ｈ・Ｄ・

ソロー。「『森の生活』

を読んでナチュラリ

ストに憧れた」と幼

少期を振り返る。

�…森の生活は、
ソローがボストン近

郊で自給自足の生活

を営んだ時の著作。

博士は「自分にはエ

レガントな文章を書

く才能はない」と謙

遜するが、自然への

洞察に基づ

く一語一語

が説得力を

持つ。ただ

孤独を好ん

だソローと

違い、博士

は異分野と

の交流をいとわなか

った。「気象学や海洋

学の専門家との共同

作業から多くを学ん

だ」結果として、現

在標準的な地球規模

での気候変動モデル

が完成する。

京
都
大
学
と
信
州
大
学
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
金
（
Ａ

ｕ
）、銀
（
Ａ
ｇ
）、白
金
（
Ｐ

ｔ
）
な
ど
８
元
素
す
べ
て
の

貴
金
属
を
原
子
レ
ベ
ル
で
均

一
で
混
合
し
た
ナ
ノ
合
金
を

世
界
で
初
め
て
創
製
し
た
。

構
成
す
る
元
素
が
単
独
と
は

異
な
る
新
た
な
特
性
を
発
揮

す
る
。
貴
金
属
イ
オ
ン
を
含

ん
だ
溶
液
を
、
十
分
に
加
熱

さ
れ
た
還
元
剤
溶
液
へ
徐
々

に
滴
下
し
て
８
種
の
貴
金
属

イ
オ
ン
を
非
平
衡
状
態
で
瞬

間
的
に
同
時
還
元
。
生
成
さ

れ
た
各
原
子
が
凝
集
す
る
の

を
保
護
剤
で
抑
制
し
て
ナ
ノ

合
金
に
仕
上
げ
た
。
貴
金
属

電
子
を
任
意
の
組
成
で
の
合

金
が
可
能
で
、
活
性
の
向
上

や
一
段
階
で
さ
ま
ざ
ま
な
反

応
が
進
行
す
る
マ
ル
チ
触
媒

な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
、

限
ら
れ
た
元
素
に
依
存
し
な

い
材
料
開
発
に
つ
な
が
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。

開
発
し
た
の
は
金
、
銀
、

白
金
の
ほ
か
パ
ラ
ジ
ウ
ム

（
Ｐ
ｄ
）、ロ
ジ
ウ
ム
（
Ｒ
ｈ
）、

イ
リ
ジ
ウ
ム
（
Ｉ
ｒ
）、ル
テ

ニ
ウ
ム
（
Ｒ
ｕ
）、オ
ス
ミ
ウ

ム
（
Ｏ
ｓ
）
の
す
べ
て
の
貴

金
属
元
素
が
原
子
レ
ベ
ル
で

混
ざ
り
合
っ
た
ナ
ノ
合
金
。

５
種
以
上
の
元
素
を
原
子
レ

ベ
ル
で
ほ
ぼ
等
し
い
比
率
で

混
合
し
た
機
械
的
や
耐
熱
性

に
優
れ
た
特
性
を
示
す
ハ
イ

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
合
金
に
分
類

さ
れ
る
。
京
大
の
北
川
宏
教

授
、
草
田
康
平
准
教
授
、
吴

冬
霜
特
定
助
教
、
信
州
大
の

古
山
通
久
教
授
ら
は
２
０
２

０
年
に
水
素
発
生
反
応
が
高

活
性
の
す
べ
て
の
白
金
属
６

元
素
（
白
金
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
、

ロ
ジ
ウ
ム
、
イ
リ
ジ
ウ
ム
、

ル
テ
ニ
ウ
ム
、オ
ス
ミ
ウ
ム
）

に
よ
る
ハ
イ
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

合
金
を
創
製
し
て
い
る
。
今

回
、
こ
の
知
見
（
非
平
衡
化

学
還
元
法
）
を
基
に
作
製
し

た
。貴

金
属
ハ
イ
エ
ン
ト
ロ
ピ

ー
合
金
は
単
独
で
は
水
素
発

生
反
応
に
不
活
性
な
金
、
銀
、

オ
ス
ミ
ウ
ム
を
含
ん
で
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
水
素
発
生

活
性
が
４
倍
以
上
に
な
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
多
元
素
化

に
よ
り
不
活
性
だ
っ
た
元
素

の
特
性
が
変
わ
っ
た
り
、
元

素
の
活
性
が
さ
ら
に
高
く
な

る
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
こ

れ
ま
で
の
金
属
触
媒
で
は
実

現
で
き
な
か
っ
た
複
雑
な
高

難
度
の
一
発
反
応
と
い
っ
た

次
世
代
触
媒
の
実
用
化
も
視

野
に
入
る
と
し
て
い
る
。

霞
始
め
て
た
な
び
く
。
七
十
二
候

が
雨
水
の
次
候
と
な
り
、
春
霞
が
た

な
び
き
始
め
る
頃
に
な
っ
て
も
、
ま

だ
寒
い
日
が
続
く
。
冬
の
乾
い
た
空

気
に
比
べ
て
大
気
中
に
細
か
な
水
滴

や
塵
が
増
え
、
遠
く
の
景
色
が
ぼ
ん

や
り
と
霞
ん
で
見
え
る
時
期
。
視
界

が
悪
く
な
る
一
方
、
時
に
幻
想
的
な
光
景
を
つ
く
る
。

霧
の
秋
に
対
し
て
霞
は
春
の
季
語
だ
▼
山
々
の
裾
野
に

う
っ
す
ら
と
広
が
る
春
霞
の
こ
と
を
、
和
歌
で
は
春
を

司
る
神
様
の
佐
保
姫
が
ま
と
う
着
物
の
裾
に
例
え
ら
れ

た
。ほ
の
か
に
霞
ん
で
見
え
る
山
々
は
、の
ど
か
で
春
ら

し
く
感
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
関
東
平
野
に
住
ん
で
い
る

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
光
景
だ
が
、
記
憶
の
中
に

確
か
に
存
在
す
る
▼
大
気
中
の
微
小
な
水
滴
が
浮
遊
し

視
界
が
悪
く
な
る
の
が
霧
や
靄
で
、
霧
は
肉
眼
で
物
体

が
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
る
視
程
が
１
�
�
未
満
、
靄

は
１
�
�
以
上
１０
�
�
未
満
ら
し
い
。一
方
、霞
は
大
気

中
の
他
の
粒
子
を
含
む
こ
と
も
あ
り
気
象
用
語
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
飛
び
始
め
た
花
粉
も
こ
こ
に
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
幻
想
的
な
ど
と
悠
長
な

こ
と
ば
か
り
は
言
っ
て
ら
れ
な
い
▼
第
６
波
は
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
し
た
と
も
言
わ
れ
る
が
、
感
染
者
数
は
高
止
ま

り
し
た
ま
ま
だ
。
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
期
限
は

相
次
い
で
延
長
さ
れ
、
も
う
し
ば
ら
く
の
辛
抱
だ
と
信

じ
た
い
。
コ
ロ
ナ
と
い
う
塵
も
無
く
な
り
モ
ヤ
モ
ヤ
も

収
ま
っ
て
、
長
く
か
か
っ
て
い
た
霞
が
晴
れ
れ
ば
視
界

良
好
と
な
る
。
そ
の
日
が
待
ち
遠
し
い
。（
２２
・
２
・
２４
）

住
友
金
属
鉱
山
は
２２
日
、

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
か
ら
リ

ン
酸
鉄
リ
チ
ウ
ム
（
Ｌ
Ｆ
Ｐ
）

電
池
材
料
事
業
を
買
収
す
る

と
発
表
し
た
。
両
社
は
、
新

規
技
術
研
究
所
や
電
池
材
料

研
究
グ
ル
ー
プ
、
ベ
ト
ナ
ム

の
子
会
社
を
含
む
事
業
譲
渡

契
約
を
締
結
し
た
。
譲
渡
金

額
は
非
公
表
。
必
要
な
許
認

可
の
取
得
を
前
提
に
２
０
２

２
年
５
月
１
日
の
実
行
を
予

定
す
る
。

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
は
、

１
９
８
０
年
代
か
ら
Ｌ
Ｆ
Ｐ

電
池
材
料
の
開
発
に
取
り
組

み
、
１２
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
量

産
工
場
を
竣
工
さ
せ
、
Ｌ
Ｆ

Ｐ
電
池
材
料
を
市
場
に
供
給

し
て
き
た
。
住
友
金
属
鉱
山

で
は
複
数
の
ニ
ッ
ケ
ル
系
正

極
材
製
品
の
増
産
体
制
構
築

を
進
め
て
お
り
、
将
来
の
成

長
を
見
据
え
、
今
回
の
事
業

譲
渡
と
な
っ
た
。

Ｌ
Ｆ
Ｐ
系
正
極
材
は
ニ
ッ

ケ
ル
、
コ
バ
ル
ト
を
使
用
し

な
い
こ
と
か
ら
、
車
載
電
池

の
低
コ
ス
ト
化
へ
の
貢
献
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
欧
州
や

中
国
の
Ｅ
Ｖ
で
の
採
用
が
進

む
。

ＧＳユアサ、コトづく
りビジネス確立へ ４

住友大阪セメから買収

ポ
リ
イ
ミ
ド
材
料

二
面
戦
略

ポ
リ
イ
ミ
ド
材
料

二
面
戦
略

ＬＦＰ電池材料事業

住友金属鉱山

宇部興産

既存品に積極投資

新たな収益源育成

ポリイミドフィルムは
２４年度に生産能力を現
状比６割増やす

電子分野向け放熱材料など

信越化学

高
機
能
品
に
積
極
投
資
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